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秒であったため，6 条件すべてを開始から 30 秒分
取りだしたものを言語データとした．分析する症
状項目は，挿入，引延，子音繰返，間・途切，阻
止，曖昧発音，緊張，準備，爆発の 9 項目とした． 
 
結果 
 結果は表 1，表 2，図 1，図 2 のとおりである． 
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いて．音声言語医学，22 巻 2 号， 2004,p201. 
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実施報告について 
 
・実施報告 1 は平成 23 年 6 月 13 日の本学のランチョンセミナーで発表されたものです. 
 
・実施報告 2～4 は平成 24 年 12 月 1 日,2 日の本学学部導入授業「フレッシュマンセミナーⅡ」におい
て発表されたものです. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
